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序　　　文

アフリカと一口に言っても、面積は広大で人種・文化・歴史も多種多様である。自然環境の特

性も、アフリカの東と西では全く異なるし、保全のための取り組み手法も全く異なっている。

アフリカへの援助、協力というと、貧困、エイズ、生活インフラ整備といったものが第１に考

えられ、自然環境保全の優先度は低くならざるを得ないのが現在のアフリカ援助の実態であろう。

しかしながら、アフリカにはまだ手付かずの貴重な自然、生態系が数多く存在し、アフリカの

人々は、その生活の多くを自然資源に依存しているのもまた現状である。野生生物を対象とした

観光産業（エコツーリズム）はアフリカの持続可能な発展や貧困軽減に不可欠なものとなってい

るし、人類の安全保障という面でもアフリカの自然環境保全は重要なテーマである。

一方、自然環境保全のための手法に着目すると、アフリカには植民地時代からの名残とも言え

る中央主権的な保全体制、独特の文化・習慣・宗教との関係、貧困問題との密接な関係等、他の

国・地域とは異なる特徴を有している。

今回の調査研究では、まずアフリカの自然環境および社会環境の特性を明らかにし、重点課

題・重点国の選定を行った。その上で、アフリカの自然環境保全の効果的な協力・援助の対策・

手法を体系的に整理し取りまとめた。また、国民参加型の事業実施という意味で、調査研究途中

で「アフリカ自然環境保全協力」公開シンポジウムを開催し、一般の方からアフリカ自然環境保

全のための効果的でかつ具体的な手法を提案して頂いた。

本調査研究の成果は、アフリカという限定された地域を対象としてはいるが、現在国際協力事

業団が作業を進めている「分野・課題別ネットワーク構想」のうちの生態系保全ネットワークの

ひとつの大きな資料と成りうるものである。今後ODA予算がこれまでのように大きく増加するこ

とは考えにくく、限られたODA資源を有効に活用することが求められる。そのために、重点的に

行う分野、手法を、明確にする必要がある。自然環境保全／生態系保全の協力に際しては、「地球

規模の視点で貴重な生態系を保全するための協力を行う」ことを方針としたいと考えている。そ

の上で、

１）自然環境の保護・復旧（森林、海洋、沿岸・湿地帯、野生生物など）や自然資源の持続可

能な管理・利用（保護区管理、エコツーリズムなど）に直接寄与すること、

２）上記に加え、地域社会（村落、漁村など）の貧困軽減やそれに必要な開発ならびに環境保

全普及啓発・教育を、住民主体または参加型で実施することを戦略としたいと考えている。



この点において、今回の調査研究では、生態系保全という視点での優先地域／国の特定と具体

的で効果的な協力手法としての貧困削減との関係、住民の参加型による協力の提案がされたこと

は、「アフリカ版生態系保全の指針」に相当するものが出来上がったと言える。

本報告書が、今後のアフリカの自然環境保全の協力を行うに当たり、効果的な協力を行うため

の参考資料として幅広く活用されることを期待したい。

森林・自然環境協力部　部長　宮川　秀樹

平成１３年９月
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